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1   ユーカリ通信

寺院、ホテル

持ち寄り花祭壇

家族葬

賑やかな通夜 ご自宅でのSNS葬儀

多
様
化
す
る
葬
送
へ
柔
軟
に
対
応

多
様
化
す
る
葬
送
へ
柔
軟
に
対
応

せ
い
わ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
は
、
東

日
本
大
震
災（
2
0
1
1
年
3
月

11
日
）、
コ
ロ
ナ
禍（
2
0
2
0
年

2
月
〜
2
0
2
3
年
5
月
8
日
）

の
緊
急
事
態
に
対
応
し
た
豊
富
な

経
験
に
基
づ
き
、
告
別
式
と
火
葬

の
場
所
と
時
間
を
柔
軟
に
組
み
合

わ
せ
、
ご
遺
族
の
ご
満
足
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

火
葬
場
の
場
所
と
時
間
枠
は
固

定
し
て
い
る
の
で
、
ご
遺
族
の
都

合
に
合
わ
せ
て
火
葬
・
告
別
式
の

場
所
と
時
間
を
調
整
し
ま
す
。
た

だ
し
、
菩
提
寺
あ
る
い
は
キ
リ
ス

ト
教
の
場
合
は
住
職
や
牧
師
の
事

前
の
了
解
が
必
要
で
す
。

東
京
都
内
に
は
6
ヶ
所
の
民
営

火
葬
場
が
あ
り
、
火
葬
料
金
は
公

営
よ
り
割
高
と
な
り
ま
す
が
、
時

間
帯
を
選
ば
な
け
れ
ば
、
中
一
日

で
火
葬
は
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
自
宅
で
の
お
別
れ
の

場
合
は
、
火
葬
前
日
に
告
別
式
を

行
い
、
火
葬
場
が
比
較
的
空
い
て

い
る
翌
朝
一
番
早
い
時
間
枠（
午

前
9
時
）で
火
葬
が
で
き
ま
す
。

お
部
屋
の
状
況
に
応
じ
て
、
ご

近
所
様
や
ご
友
人
か
ら
送
ら
れ
た

お
花
で
お
棺
の
周
り
を
飾
り
付
け

る
例
も
あ
り
ま
す
。
告
別
式
を
行

わ
ず
、直
接
火
葬
を
行
う「
直
葬（
密

葬
）」も
可
能
で
す
。（
死
後
24
時
間

の
経
過
が
必
要
で
す
。）

■
一
般
型

　
（
火
葬
ま
で
一
週
間
待
ち
）

病
院
・
自
宅
↓
安
置
所
・
自
宅 

↓
告
別
式（
寺
院
、式
場
、ホ
テ

ル
、自
宅
）↓
火
葬
場
↓
自
宅

〈
葬
儀
時
間
の
一
例
〉 

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

■
骨
葬
型
（
こ
つ
そ
う
が
た
）

（
火
葬
の
後
、
告
別
式
を
行
う
）

病
院
・
自
宅
↓
安
置
所
↓
火
葬

場
↓
告
別
式（
寺
院
、式
場
、ホ

テ
ル
、自
宅
）↓
自
宅

〈
葬
儀
時
間
の
一
例
〉 

午
後
3
時
〜
午
後
7
時

■
D
X
未
来
型

（
自
宅
介
護
な
ど
の
場
合
）

自
宅
↓
告
別
式（
自
宅
）↓
火
葬

場
↓
自
宅

ご
自
宅
で
告
別
式
を
行
い
、S
N
S

利
用
で
、海
外
な
ど
遠
隔
地
の
ご
親

族
の
参
列
も
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

〈
葬
儀
時
間
の
一
例
〉 

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

■
お
祭
り
型

（
騒
い
で
も
よ
い
式
場
が
必
要
）

ス
ナ
ッ
ク
の
マ
マ
を
見
送
る
個

性
的
な
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

「
葬
儀
は
無
宗
教
で
普
通
に
、通

夜
は
派
手
に
飲
み
物
、
食
べ
物
を

た
っ
ぷ
り
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

し
の
ぶ
会
は
し
な
い
。」
と
の
遺
言

を
反
映
し
、会
葬
者
3
9
0
名
が

集
い
、阿
波
踊
り
で
賑
や
か
お
通

夜
と
な
り
ま
し
た
。「
皆
様
、覚
悟

し
て
思
い
切
り
生
き
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
一
番
の
供
養
に
な
り
ま

す
。」
と
の
喪
主
の
挨
拶
が
印
象

的
で
し
た
。

最
近
の
首
都
圏
（
特
に
横
浜
市
※
、
川
崎
市
）
火
葬
場
で
は
、

火
葬
ま
で
一
週
間
待
ち
が
当
た
り
前
と
な
り
、
多
く
の
ご
遺
族

が
困
惑
さ
れ
て
い
ま
す
。
故
人
の
意
思
と
ご
遺
族
の
ご
希
望
に

沿
っ
て
、
お
見
送
り
手
順
を
整
え
る
の
が
葬
儀
社
の
使
命
で
す
。

「
シ
ン
プ
ル
で
速
や
か
に
」 「
上
品
で
ゆ
っ
た
り
と
」 「
盛
大
で
賑
や
か
に
」

※
2
0
2
6
年
横
浜
市
は
鶴
見
区
大
黒
町
に「
東
部
方
面
斎
場
」を
共
用
開
始
予
定
で
す
。



便り

元気
ファイル
元気
ファイル

ニュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
2
4

〜
ど
こ
か
で
出
会
っ
た
、
あ
の
メ
ロ
デ
ィ
〜

お
正
月
の
新
定
番
！ 

東
京
フ
ィ
ル
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
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B
u
n
k
a
m
u
r
a
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

0
3（
3
4
7
7
）9
9
9
9

w
w

w
.bunkam

ura.co.jp 

学
名
／

 

和
名
／
キ
ン
モ
ク
セ
イ

英
名
／

B
u
n
k
a
m
u
r
a
オ
ー

チ
ャ
ー
ド
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る

『
東
京
フ
ィ
ルハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団 

ニュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
』は
、リ
ピ
ー
タ
ー
続
出
の

大
人
気
イ
ベ
ン
ト
。
和
装
で
の

お
出
迎
え
、特
製
の
升
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
、凧
の
お
飾
り
、お
囃

子
と
獅
子
舞
―
―
ロ
ビ
ー
で

は
昔
懐
か
し
い〝
に
っ
ぽ
ん
の

お
正
月
〞趣
向
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。コ

ン
サ
ー
ト
本
編
で
は
、注
目
の
指
揮
者

と
話
題
の
ソ
リ
ス
ト
が
迫
力
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
共
に
演
奏
し
ま
す
。

2
0
2
4
年
の
指
揮
は
三
ツ
橋
敬

子
。ソ
リ
ス
ト
に
は
和
楽
器
・
箏（
こ

と
）の
新
た
な
魅
力
を
追
求
す
る
若

き
実
力
者
L
E
O（
1
月
2
日
公
演

の
み
）と
、国
内
外
か
ら
熱
い
注
目
を

浴
び
る
14
歳
の
ト
ラ
ン
ペッ
ト
奏
者
・

児
玉
隼
人（
1
月
3
日
公
演
の
み
）が

登
場
し
、司
会
の
朝
岡
聡
と
と
も
に

新
し
い
年
を
祝
い
ま
す
。

旅
人
は
、香
り
を
近

く
に
感
じ
心
地
よ
き

感
謝
の
心
を
持
つ
。

そ
の
香
り
は
ど
こ
か

ら
か
わ
か
ら
な
い
が
立
ち

止
ま
って
、帽
子
を
取
って
空
か
ら

の
祝
福
を
受
け
る
。 （
ホ
イ
ッ
テ
ィ
ア
）

十
月
初
旬
、家
の
近
く
を
散

歩
し
て
い
る
と
キ
ン
モ
ク
セ
イ

の
甘
い
香
り
を
感
じ
ま
し
た
。

ご
近
所
さ
ん
の
庭
先
に
あ
る
小

ぶ
り
な
キ
ン
モ
ク
セ
イ
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、花
が
散
っ
て
も

そ
の
香
り
は
消
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
嗅
覚
を
頼
り
に
普
段

は
通
ら
な
い
細
い
路
地
を
歩
い
て
行

く
と
、
な
ん
と
５
メ
ー
ト
ル
以
上
も

あ
る
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
大
木
を
発

見
。
翌
日
か
ら
は
、
そ
の
路
地

が
散
歩
コ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
満
開
だ
っ
た
花
が
散

る
と
、あ
の
強
く
て
甘
い
香
り

も
消
滅
。
潔
い
樹
木
の
姿
に
、
思

わ
ず
感
心
し
ま
し
た
。

花
言
葉
は「
謙
虚
、気
高
い
人
」

三ツ橋敬子 (c)Earl Ross

LEO (c)Nippon Columbia

児玉隼人

㈱
コ
ン
グ
ラ
ッ
チ
カ
ン
パ
ニ
ー

0
4
3（
4
4
5
）8
7
0
7

wakwak-congratch.jim
dofree.com

患
者
と
家
族
を
支
え
る
治
療
と
ケ
ア

O
sm

anthus fragrans var. 
aurantiacus M

akino

Fragrant O
live

〈
日
程
〉２
０
２
4
年

　

１
月
2
日（
火
）、3
日（
水
） 15
時
開
演

〈
会
場
〉B
u
n
ka
m
u
r
a
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ホ
ー
ル

〈
出
演
〉指
揮
：
三
ツ
橋
敬
子
、
司
会
：
朝

岡
聡
、
箏
：
L
E
O（

1/2
の
み
）、ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
：
児
玉
隼
人（
1/3
の
み
）、
管
弦

楽
：
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

〈
曲
目
〉▼
J
・シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
2
世
：
喜
歌

劇『
こ
う
も
り
』序
曲
▼
宮
城
道
雄
、池

辺
晋
一
郎
：
管
弦
楽
の
た
め
の「
春
の

海
」（
1/2
の
み
）▼
J
・
B
・ア
ー
バ
ン
：

「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
謝
肉
祭
」に
よ
る
変
奏
曲

（
1/3
の
み
）▼
ラ
ヴ
ェ
ル
：
ボ
レ
ロ

　

お
楽
し
み
福
袋
プ
ロ
グ
ラ
ム
、ほ
か

〈
料
金
〉S
席
6
6
0
0
円
、A
席
5
5
0
0
円

（
全
席
指
定・税
込・未
就
学
児
入
場
不
可
）

金
木
犀
の
香
り

金
木
犀
の
香
り

認
知
症
は

早
め
の
対
処
が
必
要
で
す

認
知
症
は

早
め
の
対
処
が
必
要
で
す

山
崎
隆
夫

ク
リ
ニ
ッ
ク
桜
丘

院
長

小
祝
芳
野

健
康
長
寿
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、

心
身
健
康
で
寿
命
を
全
う
す
る
と

い
う
の
は
誰
し
も
の
願
い
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
中
で
、

漠
然
と
し
た
不
安
感
と
共
に
注
目

を
集
め
て
い
る
の
が「
認
知
症
」で

す
。
超
高
齢
社
会
が
進
む
現
在
で

は
、
認
知
症
を
発
症
す
る
方
が

年
々
増
え
て
お
り
、２
０
２
５
年

に
は
65
歳
以
上
の
方
の
、
約
５
人

に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
は
最
近
、
置
き
忘
れ
や

し
ま
い
忘
れ
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
、
鍋
の
吹
き
こ
ぼ
し
が
多

く
な
っ
た
、
以
前
好
き
だ
っ
た
こ

と
を
し
な
く
な
っ
た
、な
ど
思
い

当
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

年
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
多
く

の
方
に「
も
の
忘
れ
」は
増
え
る
も

の
で
す
。
加
齢
に
よ
る
「
も
の
忘

れ
」と
、
認
知
症
に
よ
る
「
も
の

忘
れ
」を
区
別
す
る
の
は
難
し
い

で
す
が
、
自
分
自
身
や
ご
家
族
・友

人
な
ど
「
も
し
か
し
て
認
知
症
で

は
」と
感
じ
た
ら
、一
人
で
悩
ま

ず
専
門
家
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
認
知
症
を
引
き
起
こ
す
病
気

の
中
に
は
薬
で
治
す
こ
と
が
で
き

る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
は
薬
に
よ
り
進

行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
て

も
、現
状
で
は
完
全
に
治
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
早
期
発
見
が
重

要
で
す
。

ま
た
認
知
症
は
、生
活
習
慣
病

（
高
血
圧
、糖
尿
病
、脂
質
異
常
症

な
ど
）と
の
関
連
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

摂
り
、適
度
な
運
動
を
習
慣
に
し

ま
し
ょ
う
。
趣
味
の
活
動
な
ど
を

楽
し
み
、
積
極
的
に
人
と
交
流
す

る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
桜
丘

0
3（
3
4
9
6
）6
7
8
9

【
物
忘
れ
相
談
】も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
、ご
家
族
の

サ
ポ
ー
ト
で
お
悩
み
が
あ

る
な
ど
、 

下
記
よ
り
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



健康
レシピ

腸
内
環
境
を
整
え
て
免
疫
力
ア
ッ
プ
！

鶏
肉
と
き
の
こ
の
ホ
イ
ル
焼
き
さんぽ道

　

管
理
栄
養
士　

塩
川
稚
夏

平
田　

舞

東
急
リ
ゾ
ー
ツ
＆
ス
テ
イ
株
式
会
社

経
営
企
画
統
括
部
・
広
報
部

ユーカリ通信   2

い
ま
、悠
渓
の
リ
ゾ
ー
ト
へ
。

東
急
リ
ゾ
ー
ツ
＆
ス
テ
イ

鶏
肉
と
き
の
こ
の
う
ま
味
た
っ

ぷ
り
で
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
ぴ
っ

た
り
の
一
品
で
す
。

き
の
こ
に
は
腸
の
働
き
を
良
く

す
る
食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ

ネ
ラ
ル
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
腸
に
は
免
疫
細
胞
の
約
７
割

が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
腸
内
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

免
疫
力
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
り
ま
す
。

ま
た
、
鶏
肉
に
含
ま
れ
る
た
ん

ぱ
く
質
も
免
疫
細
胞
や
免
疫
に
か

か
わ
る
酵
素
の
材
料
と
な
り
免
疫

ア
ッ
プ
に
役
立
ち
ま
す
。

■
材
料
（
2
人
前
）

■
作
り
方

①
鶏
肉
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切

り
、
玉
葱
と
椎
茸
は
薄
く
ス
ラ

イ
ス
す
る
。
し
め
じ
は
石
づ
き
を

切
り
落
と
し
て
ほ
ぐ
す
。

②
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
広
げ
て
き
の
こ
、

玉
葱
、鶏
も
も
肉
を
の
せ
、ポ
ン

酢
と
ご
ま
油
を
合
わ
せ
た
も
の
を

か
け
、ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
閉
じ
る
。

③
②
を
フ
ラ
イ
パ
ン
に
の
せ
、
蓋
を

し
て
中
火
で
8
分
程
焼
く
。

④
鶏
肉
に
火
が
通
っ
た
ら
、
胡
椒
を

ふ
り
、
万
能
ね
ぎ
を
ち
ら
す
。

鬼
怒
川
渓
谷
の
川
沿

い
に「
東
急
ハ
ー
ヴェス
ト

ク
ラ
ブ
V
I
A
L
A
鬼
怒
川
渓
翠
」

が
誕
生
し
1
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

都
心
か
ら
約
2
時
間
の
鬼
怒
川
・

日
光
エ
リ
ア
に
位
置
し
「
東
武
ワ
ー

ル
ド
ス
ク
ウ
ェ
ア
駅
」
か
ら
徒
歩
3

分
と
い
う
好
立
地
で
、
龍
王
峡
や
鬼

怒
川
ラ
イ
ン
下
り
の
ほ
か
日
光
東
照

宮
や
い
ろ
は
坂
な
ど
の
観
光
名
所
ま

で
も
容
易
に
移
動
が
可
能
で
す
。

全
客
室
に
は
温
泉
露
天
風
呂
が

完
備
さ
れ
、歩
き
疲
れ
た
体
を
癒

す
べ
く
ゆ
っ
た
り
と
湯
に
浸
か
り

な
が
ら
滔
々
と
流
れ
る
鬼
怒
川
渓

谷
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
レ
ス
ト
ラ
ン「
炅（
け
い
）」

で
は
、ゆ
ら
め
く
薪
火
の
力
で
地

元
生
産
者
か
ら
届
い
た
食
材
の
美

味
し
さ
を
最
大
限
に
引
き
出
し
た

滋
味
深
い
料
理
を
ご
堪
能
い
た
だ

け
ま
す
。

ハ
ー
ヴ
ェ
ス
ト
ク
ラ
ブ
は
、メ

ン
バ
ー
に
な
っ
た
そ
の
日
か
ら
全

国
の
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
る
会

員
制
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
す
。
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T
H
E 

W
I
N
E

渋
谷
区
松
濤
１
ー
５
ー
３ 

オ
ク
シ
ブ
ビ
ル 

1
階

0
3（
3
4
7
7
）3
5
8
2

旧 

東
急
百
貨
店

本
店
の
地
下
に
あ
っ

た
ワ
イ
ン
売
り
場

を
、路
面
店
と
し
て
、今
年
3
月
、渋

谷
区・松
濤
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「
お
酒
は
趣
味
で
あ
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
る
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、世
界
中

か
ら
厳
選
し
た
ワ
イ
ン
約
2
0
0
0

種
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

中
で
も
お
す
す
め
は
、ワ
イ
ン
大
国

フ
ラ
ン
ス
の
中
で
も
代
表
的
な
産
地

「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
」の
ワ
イ
ン
で
す
。フ

ラ
ン
ス
東
部
に
位
置
し
、北
は
シ
ャ
ブ

リ
地
区
、南
は
ボ
ー
ジ
ョ
レ
地
区
ま

で
南
北
に
非
常
に
長
い
地
域
で
、「
ロ

マ
ネ
コ
ン
テ
ィ
」を
産
す
る
銘
醸
地
と

し
て
も
有
名
で
す
。現
在
世
界
的
に

人
気
が
上
昇
し
て
お
り
多
く
の
ワ
イ

ン
が
入
手
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
店
は
そ
ん
な
ブ
ル
ゴ
ー
ニュ
ワ
イ
ン

を
約
5
0
0
種
と
都
内
で
も
有
数

の
品
揃
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ソ
ム
リ
エ
資
格
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
商
品
提
案
や
有
料
テ
イ
ス
テ
ィ

　

齋
藤
　
学
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店
長

ン
グ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、ワ
イ
ン
の
魅
力

を
存
分
に
堪
能
で
き
る
ワ
イ
ン
専
門

店
に
、ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

東
急
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
ト
ク
ラ
ブ 

V
I
A
L
A
鬼
怒
川
渓
翠

東
急
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
ト
ク
ラ
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V
I
A
L
A
鬼
怒
川
渓
翠

ワ
イ
ン
専
門
店

w
w

w.harvestclub.com
/U

n/

オープ
ン

社
会
福
祉
法
人 

パ
ー
ル

渋
谷
区
鉢
山
町
3
ー
27

0
3（
5
4
5
8
）4
8
1
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w
w

w.shibuya-pearl.or.jp/

栄
養
・
調
理
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
法
人  

パ
ー
ル

＊
鶏
も
も
肉
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
2
0
ｇ

＊
玉
葱
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1／2
玉

＊
し
め
じ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1／2
房

＊
椎
茸
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
枚

＊
万
能
ね
ぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
適
量

＊
ポ
ン
酢
・・・・・・・・・・
大
さ
じ
1
と
1／2

＊
ご
ま
油
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
小
さ
じ
2

＊
胡
椒
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
少
々

（写真は1人前です）
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ユーカリ通信   4

TEL:03-3780-9991 FAX:03-3780-9990
https://www.seiwa-life.co.jp

0120-802-109
せいわライフサービス株式会社
〒150-0031東京都渋谷区桜丘町15-8-103

「想い」づくりのお手伝いをいたします。
ハーモニー トウキュウ

■家族葬、音楽葬などの自由葬、伝統葬儀（仏教、神道、キリスト
教）、火葬場葬、社葬、ホテルメモリアル、お別れの会など。
■葬儀プラン、遺言作成、相続
　手続など専門スタッフが親身
　にご相談を承ります。
■お祝い花、お弔い花の手配。
■ユーカリの会（入会金・年会
　費なし）入会受付中。

セルリアンタワー
東急ホテル

サ
ク
ラ
ス
テ
ー
ジ

渋谷フクラス

さくら
坂

渋
谷
駅

R246

せいわライフサービス
さ
く
ら
通
り

↑
恵
比
寿

西
口

松本英子（東京都町田市）

インスリン注射をしつつ
趣味の狩猟を楽しんだ
インスリン注射をしつつ
趣味の狩猟を楽しんだ
　夫は昭和30年頃から義父が経営する会社の専務取締役と
して東横百貨店、東横劇場、東急ストアの催し用ポスター印刷
や、観光旅行の業務を行い、私は経理事務を担当していた。
　昭和38年、夫は厳しい規約の審査を受けて、銃刀所持許
可証と狩猟免許証を取得して、趣味
の狩猟を始め、毎年11月1日の狩猟
解禁日の前日から宿を取り、息子が
成人してからは彼を運転手とし、猟犬
のポインターと一緒にピクニックのよ
うに楽しんだ。獲物のキジ、シギ、コ
ジュケイ、ヤマバトなどの毛皮は剥
製に、肉と骨はステーキ、キジ鍋、
スープ等に夫が手料理。「感謝して
完食することが供養になる」と皆で
美味しくいただいた。
　私は以前から勤めていた東急ストアを平成9年に退職し、東
急グループのご縁で「ユーカリの会」に入会。平成元年、夫
は糖尿病を患いながらもインスリンを自ら注射し、平成10年ま
で狩猟を楽しんだ。平成15年、夫は糖尿病が悪化、アルツハ
イマー型認知症にもなり要介護5の認定を受けた。町田警察
に狩猟用品を全て返納し、介護生活はその後12年続いた。
　令和４年8月初旬、息子が買ってきた大好物のうなぎを食べ
て「うなぎうまいナァー、ありがとう」「葬儀は大袈裟にしないで、
家族だけにしてくれ」と意思表示し、これが最後の食事となっ
た。中旬には「せいわライフ」に本人の意思、望み、家族の思
いを伝え、葬儀の段取りを整えて家族で心を決めた。その3日
後、苦しまず静かに穏やかに息途絶えた。訪看所長が最後
の処置、「せいわライフ」の方が保冷処置を行い、愛用の和服
での旅支度。91歳の大往生、幸せな生涯でした。
　本人の望み通りに、家族で心のこもった在宅看取りを行い、
お見送りができ心より感謝申し上げます。

10月25日渋谷桜丘クリーンアップに参加
地元学生を中心に総勢300名のボランティアが参加し
11月30日の「渋谷サクラステージ」竣工前の
桜丘の大掃除を行いました。
当日の模様は右のQRコードからご覧ください。

そ
も
そ
も
、ま
ち

づ
く
り
に「
プ
ロ
」

が
必
要
な
の
か
ど

う
か
、
は
な
は
だ

疑
問
で
す
が
、長
年
こ
う
い
っ
た
仕

事
を
や
っ
て
い
る
と
自
然
と
知
識

が
積
み
あ
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

中
で
も
、今
ま
さ
に
工
事
の
佳
境
と

な
っ
て
い
る
渋

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
鍛
え
ら

れ
ま
し
た
。

始
ま
っ
た
の

は
今
か
ら
20
年
く
ら
い
前
、「
渋
谷

駅
周
辺
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
21
」

（
2
0
0
3
年
3
月
）が
き
っ
か
け

で
し
た
。
当
初
、関
連
主
体
間
の
調

整
、合
意
形
成
に
困
難
を
極
め
ま
し

た
が
、
推
進
に
向
け
て
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
な
っ
た
の
は
、プ
ラ
ン
に

盛
り
込
ま
れ
た
１
つ
の
要
素
、4
F

で
の
東
西
ス
カ
イ
デ
ッ
キ
で
し
た
。

渋
谷
の
街
の
特
徴
で
弱
点
で
も

あ
る「
坂
」を
克
服
す
る
上
で
、道

玄
坂
と
宮
益
坂
の
上
を
結
ぶ
こ
の

ア
イ
デ
ア
に
は
、地
域
の
人
々
を
中

心
に
多
く
の「
共
感
」を
集
め
、実

現
に
向
け
て
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

文
化
会
館
を
建
て
替
え（
ヒ
カ
リ

エ
）、銀
座
線
ホ
ー
ム
を
東
口
広
場

上
に
移
設
す
れ
ば
、駅
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
使
い
や
す
く
な
る
の
と
同
時
に
、

デ
ッ
キ
の
基
盤
に
な
り
ま
す
。

「
1
0
0
年
に
一
度
の
大
改
造
」と

も
言
わ
れ
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
が
、
最
初
は
皆
が「
い
い
ね
」

と
思
う「
共
感
エ
ネ
ル
ギ
ー
」か
ら

始
ま
っ
た
の
で
す
。

今
ヒ
カ
リ
エ
4
F
に
行
け
ば
、こ

れ
か
ら
銀
座
線
ホ
ー
ム
上
で
供
用

さ
れ
る
デ
ッ
キ
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、20
年
前
に
、こ
の

よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
に
想

い
を
馳
せ
て
も
面
白
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

プロの
お仕事

事務局だより

「（株）東急総合研究所」

三女三女

　
太
田
雅
文

フ
ェ
ロ
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・
主
席
研
究
員

サ
ス
テ
ナ
ブ
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な
ま
ち
づ
く
り

サ
ス
テ
ナ
ブ
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ま
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づ
く
り
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www.triinc.co.jp

株
式
会
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東
急
総
合
研
究
所

銀座線渋谷駅（建築家内藤廣設計）：M形フレームでスカイデッキを支える

平成7年正月、自宅にて


